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児
島
湾
干
拓
地
の
ポ
ン
プ
場
　
　
　

　
岡
山
市
の
南
部
に
児
島

湾
干
拓
地
が
あ
る
。
左
上

の
地
図
で
黄
色
の
部
分
が

本
来
の
陸
地
。
黒
っ
ぽ
い

所
が
干
拓
地
。
十
六
世
紀

か
ら
干
拓
が
始
ま
っ
た
。

　
小
学
校
の
社
会
科
の
教

科
書
に
児
島
湾
干
拓
地
の

興
除
村
が
載
っ
て
い
た
。

暗
渠
排
水
で
水
は
け
を
改

善
し
、
農
業
生
産
が
向
上

し
た
と
あ
っ
た
。

　
一
九
八
三
年
七
月
、
岡

山
の
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

に
二
週
間
余
り
出
張
し
た
。

日
曜
日
に
、
教
科
書
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
回
っ
た
。

　
田
畑
は
碁
盤
の
よ
う
に

区
画
さ
れ
、
農
家
が
整
然

と
並
ん
で
い
た
。

　
排
水
の
ポ
ン
プ
場
の
彼

方
の
山
は
昔
の
島
。
麓
は

大
昔
か
ら
の
集
落
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な
が

ら
、
道
を
進
む
と
イ
タ
チ

が
出
て
来
た
。
道
の
真
ん

中
に
止
ま
り
、「
何
し
に
来

た
ん
？
」
と
首
を
か
し
げ

て
か
ら
、
悠
々
と
道
を
横

切
っ
て
行
っ
た
。

岡
山
市
南
区

　
浅
瀬
を
仕
切
っ

て
排
水
し
た
干
拓

地
で
は
、
ポ
ン
プ

に
排
水
を
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。
干

拓
地
の
色
々
な
所

に
ポ
ン
プ
場
が

あ
っ
た
。

水島コンビナート

児島湾干拓地

憲法九条改定？友好が台無しに・・・

憲
法
九
条
改
定

　
安
倍
首
相
は
十
五
日

「
わ
れ
わ
れ
は
九
条
を
改

正
し
、
そ
の
（
自
衛
隊
）

存
在
と
役
割
を
明
記
し
て

い
く｣
と
言
明
。
選
挙
戦

の
前
半
で
は
ぼ
か
し
て
い

た
九
条
改
定
を
あ
か
ら
さ

ま
に
し
て
来
た
。

背
景
に
は
尖
閣
？

　
尖
閣
を
巡
り
、
中
国
と

武
力
衝
突
の
可
能
性
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
大
切
な
の
は
、
日

本
の
領
有
権
の
正
当
性
を

論
理
的
に
説
明
し
、
中
国

の
民
衆
に
納
得
し
て
貰
う

こ
と
。

　
昨
年
の
日
中
貿
易
の
輸

出
入
総
額
は
三
千
三
百
億

ド
ル
。
中
国
進
出
企
業
も

多
い
。
経
済
面
か
ら
も
、

戦
争
は
で
き
な
い
。

で
は
何
故
九
条
？

　
集
団
的
自
衛
権
と
は
、

日
本
が
攻
撃
さ
れ
な
く
て

も
米
国
が
攻
撃
さ
れ
た

ら
、
日
本
が
攻
撃
さ
れ
た

と
見
な
し
て
武
力
で
反
撃

す
る
こ
と
。

　
米
軍
は
イ
ラ
ク
、
ア
フ

ガ
ン
等
で
戦
争
中
。
米
軍

は
い
つ
も
攻
撃
さ
れ
て
い

る
。
日
本
が
九
条
を
改
定

し
集
団
的
自
衛
権
を
行
使

す
る
と
な
れ
ば
、
直
ち
に

「
日
本
軍
」
の
参
戦
と
な

る
。
米
兵
に
代
わ
り
日
本

兵
が
戦
死
す
る
。
国
の
予

算
は
福
祉
か
ら
軍
事
に
回

さ
れ
、
日
本
の
軍
需
産
業

は
兵
器
を
大
量
増
産
。

九
条
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

　
こ
れ
ま
で
、
外
国
に

行
っ
て
も
「
九
条
が
あ
る

か
ら
日
本
軍
が
介
入
す
る

こ
と
は
な
い
」
と
、
日
本

人
は
信
頼
さ
れ
て
来
た
。

　
九
条
を
変
え
た
ら
、
各

国
民
衆
は
日
本
軍
の
介
入

を
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
。
友
好
的
雰
囲

気
が
台
無
し
に
な
る
。


